研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　職　種　介護福祉士　　　　　　　氏　名　吉田　恵美

	期　　間　　平成２５年８月５日～９日　　　　　５日間（講義・演習）

平成２５年８月１９日～２４日の間　１日間（外部実習）

平成２５年８月２６日～９月２２日　４週間（職場実習）

平成２５年１１月１日　　　　　　　１日間（報告会）

	出張目的　　平成25年度青森県認知症実践研修

	出 張 先　　八戸市総合福祉会館・あんずの里　小規模多機能型ホーム　おりあい（外部実習）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　8月5日、平成25年度第3回青森県認知症介護実践研修が始まりました。

　講義・演習5日間、外部実習1日間、職場実習4週間、実習のまとめ（報告会）と11月1日まで長いスパンでの研修でした。

　研修参加者は、78名（うち八戸市内25名）。勤続年数10年～20年の方もおり今年は多いと話されていました。

　初日から頭をたくさん使い、最終日まで無事に修了できるか心配でしたが、休憩時には同じグループのメンバーとチョコレートなど食べ疲れを癒す日もあり、他事業所の職員と話す機会も多くなり、交流も図ることができ、とても身になった充実した研修内容でした。自分が現在行っているケアや技術、知識など見直す機会にもなり、身につけた“実践力”を活かしていきたいと思います。

○講義・演習

【研修一日目】

１、認知症介護研修事業の目的及び認知症介護実践者研修の目的について

（青森県認知症介護指導者　鈴木　泰氏）

…添付書類①

＜認知症介護　実践者研修の目的＞

☆認知症高齢者の尊厳を支え、自立を支援するための実践的知識、技術などを習得し、自らの実践に反映することはもとより、介護現場全体のサービスの質の向上を図る。

☆介護現場の中心的存在として、チームケア実現に向けて他の職員をリードし、認知症支援の向上に資する力量を獲得する。

〔考察〕

知識や技術を学ぶ、再認識・再習得する気持ちで臨んできた研修でしたが、自分は間違っていたことに気付いた。実践する力を学び、現場で活かしていきたいと感じた。

２、認知症に関する医学知識・心理理解

（青森県つくしが丘病院　院長　堀内　雅之氏）

…添付書類②

〔考察〕

典型的な認知症は少ないこと、何かしら原因疾患もあることを学びました。また、薬物療法に頼るだけではなく、非薬物療法とお互い上手く利用し、相手の病気の背景も理解して介護していきたいと感じました。

３、認知症高齢者の家族の理解

（公益社団法人　認知症の人と青森県支部世話人代表　石戸　育子氏）

〔考察〕

実体験された方の話を聴き、おもいを聴くことで貴重だと感じました。仕事をする上で、家族との関わりが少なかったなと反省しました。挨拶だけでなく、気持ちや感じていることを共感して関わっていきたい。

４、生活の捉え方（人的環境・居住環境・地域社会環境を考える）

（青森県認知症介護指導者　鈴木　泰氏）

…添付書類③

　＜介護とは＞

　　☆気付くこと・感じること

　　☆気持ちに寄り添うこと　　　　⇒安心・信頼へつながる

　　☆待つこと

　〔考察〕

DVDを見て課題を考える内容でした。実際、課題を考える、探ることは難しかった。環境要因一つとっても様々であり、相手の気持ち、行動を理解して働きかけていくことを大切にしていきたいと感じました。

【研修二日目】

1、 生活の質の保障とリスクマネジメント

（青森県認知症介護指導者　池田　哲人氏）

…添付書類④

　・法令遵守は尊厳を支える（権利を護るために法令がある）

　・尊厳を支える専門性＝我々も社会資源

　・感情労働者＝上手くストレスをセルフケアできる（ストレスマネジメント）

　⇒利用者の「生活の質＝人権」を護ることが出来る仕組みが整う

　

　〔考察〕

　　永年勤めているためかケアや考えがどうしても古い考え方になってしまい、視点を変えなければとおもっていた矢先の研修であり、自分自身を見つめ直す機会の一つであったと感じました。QIという言葉を知らなかったため、新たな視点で行動できるよう実践していきたいと感じました。

2、 意思決定支援と権利擁護

（青森県認知症介護指導者　池田　哲人氏）

…添付書類⑤

　☆人権とは『個人の尊厳』　利用者は一人の人間。物のように扱わない。

　☆拘束には、身体だけでなく『言葉による拘束』、『薬による拘束』もある。

　〔考察〕

自分自身の介護、ケアを振り返ったときに、やってしまっている行動、言ってしまっている言動があったと気付かされ反省してしまいました。普段の行動や態度、言動を見直し、ゆとりを持って相手と接し、なぜそんな行動をするのか、なぜそのように言うのか、「なぜ？」を念頭におきながらケアしていきたいと感じました。

3、 認知症介護の基本理念の構築

（青森県認知症介護指導者　竹ノ子　和男氏）

…添付書類⑥

　☆ブレイン・ストーミング法（BS法）

　　より多くのアイデアを引き出す討議法

  〔考察〕

グループワークを行いました。BS法を始めて体験しました。実際に現場でも活かしていきたいと感じました。色々な言葉や発言が自分からもでて楽しみながらグループワークに取り組めました。自由な発想、アイデアがあり、理念を振り返り、理念に沿って実践できるように取り組みたいと感じました。

【研修三日目】

1、 認知症高齢者の理解に基づいた生活のアセスメントと支援

（青森県認知症介護指導者　鈴木　泰氏）

…添付書類⑦

　〔考察〕

実習課題での対象利用者について、センター方式C－１－２で今の姿と気持ちを書いてみました。講師の方に腕や脚は真っ直ぐですか？履き物は？など言われたとき、どれだけ利用者の特徴を掴み取っていないかと気付かされました。アセスメントをしっかりと行い、症状だけでなく色々な側面から探っていかなければと感じました。

2、 コミュニケーション（基礎）

（青森県認知症介護指導者　森　忠義氏）

…添付書類⑧

　☆大切なのは伝えたかどうかではなく、『伝わったか理解できたか』

　☆大切なのは『相手のことを理解しようとする姿勢、意欲』

　＜技法＞

　・座り方：同じ目の高さ、もしくは下げて接する

　・間　　：相手に合わせたペース、余裕ある態度

　・距離　：近すぎず、距離を開け過ぎない

  〔考察〕

　　サイレンとトークを体験しました。難しいと感じましたが、後々理解できるようになり、コミュニケーションには技法が色々あると感じました。表情も相手に伝わってしまうため、忙しさを相手に出さないように気をつけ、姿勢や言動にも気をつけ学んだことを活かしていきたいと感じました。

【研修四日目】

1、 自己課題設定

（青森県認知症介護指導者　奥本　統一氏）

　＜自分の認知症介護について振り返る＞

　・認知症ケアについてあなたの課題は何だと思いますか？

　・あなたが、認知症ケアについて誇れること（大切にしているところ）はありますか？

　・あなたは、どんなところでつまずきを感じ（つまずき）やすいですか？

　・つまずいたとき、あなたはどういう行動をとりますか？

  〔考察〕

自分に置き換えて考えたときに、研修で学んだように振り返るということが大切だなと感じました。日々の仕事でも振り返りを忘れずに取り組んでいきたいと感じました。

2、 コミュニケーション（応用）

（青森県認知症介護指導者　森　忠義氏）

…添付書類⑨

　＜演習＞

　　・目的：コミュニケーション技法の講義・演習を通し、学び得たものを実践で活用できる技術を身につける

  〔考察〕

　　相手の気持ちを理解する、受け入れることはとても難しく、実際に援助者役と利用者役を行うことで、お互いの気持ちに気付くことも出来ました。

【研修五日目】

1、 実習課題設定

（青森県認知症介護指導者　奥本　統一氏）

…添付書類⑩・⑪

 〔考察〕

　　実習課題設定を行った際、難しく悩んでいる自分がいました。設定できていたとしても、相手の立場になって考えていなかったりとパシリテーターの方々の助言を受けながら、考えて設定できるようになってきました。利用者について情報収集がたくさん必要だと感じ、理解する力をつけたいと感じました。

2、 実習オリエンテーション

○外部実習（8月21日）

実習場所：あんずの里　小規模多機能ホーム　おりあい

実習内容：コミュニケーション技法の実践

　　　　・自分が日常行っているケアの中での課題に気付き、その改善を図る。

　　　　（行き届かないところを改善するという視点ではなく、良いところを継続する為にという視点でもよい）

・他施設の実習指導者とケアの改善に繋がるような有意義な関係を築く。

 〔考察〕

　　合唱プログラムに参加しました。職員2名（進行役とオルガン伴奏者）。パソコンとテレビを連動させ、テレビで歌詞をみながら歌い、時には、季節に合ったお花を見せたり、その歌に合わせた話題をお話したり、時にはベルを使用して歌い、利用者が活き活きとした表情でした。利用者も職員も楽しんでいました。

　　利用者とコミュニケーションも行いました。「いい笑顔だね。」と言われたときには、正直嬉しい気持ちと出来ているという安心感が出てとても良い体験となりました。

○職場実習（8月26日～9月22日：4週間）

１、演習において設けた「実習課題」に沿った実習の展開

○実習のまとめ（11月1日：報告会）

…添付書類⑪

 〔考察〕

　　75名が3教室に分かれて、一人ずつ実習課題設定の実践を報告しあいました。一人ずつ順番に質疑応答も実際に行い、他の方の報告内容も聞くことで、展開方法など勉強になるところもあり実践していきたいと感じたこともありました。自分の発表は、最後でありとても緊張していましたが、無事に修了証書をいただくことが出来ました。

75名中、5名が修了証書いただけず、そのうち4名は、私がいた教室の中の方でした。いずれも、実践報告の発表内容と質疑応答での返答の仕方にも問題がある方であったと感じました。
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